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長寿命化のための検討内容等について

ご ポ 今後 検 方向性ご意見いただきたいポイント ⇒ 今後の検討の方向性

「既存施設の長寿命化」を検討していく上で、施設管理者に対する保全指導

○「既存施設の長寿命化 を検討していく上での考え方について

や技術支援等（＝ソフト対策）をどのように講じていくか。

○「既存施設の長寿命化」を検討していく上での考え方について

・物理的な長寿命化を図るのか or 機能的な長寿命化を図るのか

○現在の官庁施設における取組みについて、不足している点、
見直した方が良い点に いて見直した方が良い点について

・施設管理者が実施すべき内容について

・官庁営繕として取り組むべき内容について

○情報収集、参考にするとよい取組み等について
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長寿命化のための検討内容等について

○国土交通省イ 長寿命化計画を踏まえ 検討を進め きた と考え る内容に は以 とおり

国土交通省インフラ長寿命化計画
（所管としての取組）

命 検

○国土交通省インフラ長寿命化計画を踏まえ、検討を進めていきたいと考えている内容については以下のとおり。

１．点検・診断/修繕・更新
○長寿命化という観点で、点検・診断で

留意すべき部位・内容

○事例収集
・比較的新しい工法・資機材の使用
築 建築 事 障

２．基準類の整備

３．情報基盤の整備と活用

・基準類については、長寿命化に関する技術的知見
の蓄積等を踏まえ、適時・適切な改定を行う。

検
討

・築40年以上の建築物における事故・故障
・社会的要請、技術の進歩による陳腐化
・劣化評価手法（研究成果及び民間での実施例）

保全手法の検討及び「説明書作成例」へ追加
現地調査ｼ-ﾄに加えて調査が必要な事項の整理

４．個別施設計画の策定・推進

５．新技術の開発・導入

開
始
に
あ
た

○グッドプラクティスや新技術の動向
（官民問わず）

○事例収集っ
て
の
視
点

○事例収集
・築40年以上の建築物での施設管理運用面に
おける有効な取組

施設管理上の留意点として整理

・点検・診断に関する新技術が現場導入されている
取組を収集し、各省各庁・地方公共団体に対して、
引き続き、参考に情報提供することにより、現場導
入・普及を目指す。

６．予算管理
○長寿命化に対応した原状復旧、性能

向上の基本的な考え方

○必要な予算の確保が困難な場合に、
効果的に保全を実施するための考え方

・計画的な更新等を実施することでトータルコストの
縮減と平準化が図れるよう、「個別施設計画の策
定・推進」の取組を継続する。

７．体制の構築
効果的に保全を実施するための考え方

保全関係技術基準の考え方への反映
（中長期保全計画の作成の考え方へ反映等）８．法令等の整備 3



長寿命化のための検討内容等について ～既存取組との関係～

各省各庁国土交通省 国土交通省

【新築時】

＜○○庁舎＞
「建築物等の利用に

説 書 施設整備の

施設管理者による
セルフチェック

長寿命化の観点での
点検部位・保全方法等

＜○○庁舎＞関する説明書」
の作成・交付

施設の用途や機能、
部位に応じた

施設整備の
企画・立案等

グッドプラクティス等
を踏まえた保全指導

保全基準類の整備に

保全指導の実施
○保全体制の整備
○点検 確認の実施

適正な保全（維持管理）
の実施

保全の
適正化に
向けて
指導

施

記録
部位に応じた

劣化状況の把握
（一定期間ごとに実施）

を踏まえた保全指導

改修工事
の実施

保全基準類の整備に
よる支援

会議等での指導

○点検・確認の実施
○中長期保全計画等の作成
○保全台帳の整備

○維持管理業務の実施

営繕工事
の企画・

立案

施
設
カ
ル
テ

保全実地指導

BIMMS N調査結果の反映

○維持管理業務の実施

○修繕等の実施

テ

的確かつタイムリー
な工事の実施

技術支援

保全実態調査

保全の状況の報告年次報告を公表（他施設も含め）

BIMMS-N調査結果の反映 各種相談・打合せ 記録

ソフト対策 ハード対策 （ソフト対策も含む）
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長寿命化のための検討内容等について

○現在 情報収集 参考にすることとしている内容

（１）比較的新しい工法・資機材が用いられている部位及び建物の長寿命化・長期間使用
を図る上 知見が 足 ると考えられる部位 係る事例収集

○現在、情報収集、参考にすることとしている内容 （＊委託業務で実施）

を図る上での知見が不足していると考えられる部位に係る事例収集

① 「建築物等の利用に関する説明書作成例（平成24年７月版）に記載のない建築、電気設備、機械設備
② ①の項目に以下の項目を加えた事例について、想定される安全上のリスク、点検や確認を行う上での② ① 項目 以下 項目を加 事例 、想定される安 リ ク、点検 確認を行う

問題等を整理
・カーテンウォールファスナーの腐食 ・窓枠固定アンカーの腐食
・天井吊りボルトの腐食 ・軽量鉄骨下地材等のスポット溶接部の腐食
・石貼り PC 版の落下防止ステンレスアンカーピンの接着状態

（２）築40年以上の建築物（工作物及び外構を含む）における事故・故障等の事例

貼り 版 落 防 接着状

（ ）築 年以 建築物（ 作物及び外構を含む） おける事故 故障等 事例

①建築、電気設備、機械設備のそれぞれについて収集
②長期間の使用においても良好な状態が保たれていると考えられる事例

（３）社会的要請の変化及び技術の進歩による建築物の陳腐化の事例 の収集
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（４）建築物の劣化評価手法について事例の収集



【参考】 設計基準の変遷の整理

長寿命化のための検討内容等について

【参考】 設計基準の変遷の整理

○ 既存官庁施設は、建設当時と比較して、時宜の社会的要請や技術進歩等により求められている水準が向上して
いることから、官庁施設の必要性能と保有性能に乖離が生じている場合があり、これらの的確な把握が重要。いることから、官庁施設の必要性能と保有性能に乖離が生じている場合があり、これらの的確な把握が重要。

・ 「建築設計基準」及び「建築設備設計基準」を対象に整理 （※基準名称は、過去において異なるものがある）

・ S40年、S59年、H6年、H16年及びH26年での適用基準の変遷を整理

S49 S59 H6 H16 H26

＜設計基準の変遷の事例＞

S 9
（40年前）

S59
（30年前）

6
（20年前）

6
（10年前）

6
＜現在＞

バリアフリー
に関する
事項

（記載なし） 身体障害者や高
齢者等に配慮した、
事務室 便所 交

車いす使用者用
駐車スペース、点
状ブロック等の設

屋内外のスロー
プ等の設置につい
て追記

不特定かつ多数の
者が利用する施設
は 建築物移動等円事項 事務室、便所、交

通部分、エレベー
ターの仕様等を
記載

状ブロック等の設
置について追記

て追記 は、建築物移動等円
滑基準を超え、かつ、
建築物移動等円滑
化誘導基準に適合
させる等 追記させる等、追記

給水設備に
関する事項

給水量・タンク・
ポンプ・給水管
の仕様を記載

受水槽等の給水
設備の耐震措置
について追記

給水ポンプユニッ
トの仕様を追記。

（ほぼ変更なし） 給水管の不等沈下
対策を追記
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の仕様を記載 について追記


